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事
業
仕
分
け
と
は

　
事
業
仕
分
け
は
、
市
が
行
っ
て
い

る
事
業
に
つ
い
て
、
外
部
の
目
を
通

し
て
そ
の
必
要
性
や
実
施
方
法
な
ど

を
公
開
の
場
で
議
論
し
、
各
事
業
を

そ
れ
ぞ
れ
「
不
要
・
凍
結
」「
国
・

県
・
広
域
が
実
施
」「
市
が
改
善
し

て
実
施
」「
市
が
実
施
（
現
行
ど
お

り
）」
に
仕
分
け
し
て
、
行
政
改
革

を
推
進
す
る
ほ
か
、
市
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
し
、
職
員
の
意
識
改
革

を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
仕
分
け
の
判
定
は

市
民
が

　
事
業
仕
分
け
は
、
そ
の
事
業
に
つ

い
て
、「
仕
分
け
人
」
と
呼
ば
れ
る

他
の
自
治
体
職
員
や
、
弁
護
士
な
ど

と
市
の
担
当
職
員
が
質
疑
な
ど
を
行

い
、「
市
民
判
定
人
」
が
判
定
を
行

い
ま
す
。

　
市
民
判
定
人
は
、
市
が
無
作
為
で

抽
出
し
た
8
0
0
人
の
う
ち
、
参
加

を
希
望
し
た
人
を
市
民
判
定
人
に
選

定
し
、
延
べ
81
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

判
定
結
果

　
判
定
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
、

2
つ
の
事
業
で
判
定
同
数
に
よ
る
重

複
が
あ
り
ま
す
が
、「
不
要
・
凍
結
」

が
2
事
業
、「
国
・
県
・
広
域
で
実

施
す
べ
き
」
が
1
事
業
、「
要
改
善
」

が
16
事
業
、「
現
行
ど
お
り
」
が
4

事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
判
定
結
果
は
、
市
の
最
終
判
断
と

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で

き
る
限
り
尊
重
し
、
関
係
部
署
に
お

な
ど
の
詳
細
は
、
決
定
次
第
、
広
報

し
ろ
い
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
　
財
政
課
行
政
改
革
推
進
班
　
内

線
3
3
8
1
・
2

仕分け人による判定の様子

平成25年度白井市事業仕分け判定結果

事業
№

事　　業　　名

市民判定人・仕分け判定結果 仕分け人・仕分け判定結果（参考）

行政の関与・不要 行政の関与・必要 行政の関与・不要 行政の関与・必要

不要・凍結
国・県・
広域

要改善 現行通り 不要・凍結
国・県・
広域

要改善 現行通り

1－1 社会体育施設管理運営事業 6 1 15 1 0 0 5 0
1－2 白井運動公園管理運営事業 3 4 15 1 1 1 3 0
1－3 市民学芸スタッフ古文書修補活動事業 3 5 8 7 0 1 2 2
1－4 地域子育て支援拠点事業 4 2 12 4 1 0 4 0

1－5
老人福祉センター管理運営事業 5 3 14 0 1 0 4 0
青少年女性センター管理運営事業 8 2 11 1 4 0 1 0
福祉作業所管理運営事業 3 7 7 5 2 0 3 0

2－1 消費生活相談・啓発推進事業 1 5 16 2 0 1 4 0
2－2 企業誘致推進事業 12 2 10 1 5 0 0 0
2－3 教育相談事業 0 1 7 17 0 0 1 4
2－4 適応指導教室事業 0 1 3 19 0 0 0 5
2－5 市民の森の適正な維持管理事業 5 0 16 2 4 0 1 0
2－6 公園緑地等住民管理推進事業 0 0 18 5 0 0 2 3

3－1 西白井複合センター管理運営事業
公民館管理運営事業 0 0 17 2 0 0 5 0
児童館管理運営事業 1 0 12 6 2 0 3 0
老人憩いの家管理運営事業 2 0 13 4 4 0 1 0

3－2 放課後子どもプラン事業 10 0 9 0 2 0 3 0
4－1 特別支援教育事業 0 3 4 7 0 1 3 1
4－2 特色ある学校づくり支援事業 1 0 10 3 0 0 5 0
4－3 消防団体制強化事業 0 3 5 5 0 0 5 0
4－4 電算維持管理事業 0 1 12 0 0 0 5 0

判　定　結　果　の　合　計 2 1 16 4 ― ― ― ―
※各事業の○印が、その事業の最多数となった仕分けの判定結果の区分です。仕分けの判定結果は、市民判定人の結果を採用し、仕分け人の結果は参考とします。
市民判定人の判定結果が同数の場合は、行政の関与不要と必要（太い黒線の左右）のそれぞれの項目の票数を足し合わせ、数の大きい方の判定結果を優先します。
それでも同数の場合は、仕分け人は、コーディネーターによる採決、市民判定人は両方を判定結果とします。

事
業
仕
分
け
を
行
い
ま
し
た

　
市
が
3
年
間
実
施
し
た
事
業
仕
分
け
の
最
終
年
度
と
な
る
今
年
度
は
、
8
月
17
日
・
18
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
21
事
業
の
仕
分
け

を
行
い
ま
し
た
。
仕
分
け
に
当
た
っ
て
は
、
延
べ
81
人
の
市
民
が
「
市
民
判
定
人
」
と
し
て
事
業
の
判
定
を
行
い
ま
し
た
。

い
て
検
討
を
行
い
、
今
後
の
市
の
対

応
を
決
定
し
ま
す
。
市
民
判
定
人
か

ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見
、
市
が
来
年

度
以
降
の
予
算
や
事
業
計
画
に
反
映

さ
せ
た
も
の
、
反
映
で
き
な
い
理
由

市民判定人による意見交換の様子

単位：人

初めての意見交換会
　事業仕分け終了後、市民判定人と仕分け人を交えての意見交
換会を実施しました。主な意見は次のとおりです。

■行政の説明だけでなく、実際現場に立たれている人の意見も
聞くことができれば、もう少しよく分かるのでないかと思いま
した。
■先進自治体の良いところを、モデルとして参考にすることが
近道です。
■なかなか面白かったです。よい刺激になりました。
■存在自体を知らない事業もあり、広く一般に知らせることが必要と感じました。そのための行政の情
報発信の仕方、どう伝えていくかが重要です。
■白井市は、市民活動に熱心な人が多いです。その人たちの意見をうまく取り入れていって欲しいです。
■若い世代が少なかったので、関わりやすい方法などがあれば、もう少し参加する人も増えると思います。
■子どもの医療機関や遊ぶ場所がもう少しあると、子育てがしやすくなると思います。

平成 25年
（2013 年）



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

行政改革実施計画目標額

取り組み内容
24年度
実績額

目標額
5カ年目標

（22～ 26年度）
25年度
計画

 1　市民との連携・協働
都市公園の管理委託等の検討 896 3,284 888

 2　市役所業務の内容・手法の転換
指定管理者制度の導入（2項目） 20,688 96,685 18,109
桜台小・中学校自校給食業務の民間委託 1,182 10,505 1,182
窓口業務等の外部委託導入の調査・研究 － ＊ ＊
電算業務の見直し 11,681 61,026 11,681
庁用車購入方法の見直し 417 2,240 682
小児生活習慣病検診対象者の見直し 11,564 55,515 10,719
白井運動公園陸上競技場第3種公認の更新の見直し － 36,015 －
健康文化都市評価事業の廃止 129 442 －
個別計画の見直し － ＊ ＊
庁舎等の清掃業務委託の見直し － － －
庁用車の燃料等契約の見直し 85 203 38
キャンプ場の廃止を含めた検討 △2,957 1,839 2,394
スポーツ施設・公民館施設予約管理システムの見直し 7,422 26,197 10,094
事業仕分けの実施 14,668 44,004 14,668
暮らしの便利帳の無料発刊 391 782 －

 3　組織・機構の見直し、定員管理の適正化
白井出張所の廃止 2,434 12,170 2,434
職員数の適正化 38,598 260,480 37,202
審議会等の見直し － － －

 4　財政運営の健全化
各種使用料、手数料の見直し － ＊ －
各学校体育館施設の電気料の徴収 － 500 －
補助金見直し基準の適正な運用 11,533 49,301 11,533
市単独扶助費の見直し 11,287 48,634 11,159
私立幼稚園就園奨励費補助金（市単独上乗せ補助）の廃止 14,300 75,610 15,000
市有地の有効利用の検討 1,741 7,021 1,762
公売の実施 6,010 40,698 10,000
教職員住宅の廃止・売却 － ＊ －
市有財産の有効活用 － ＊ ＊
自動販売機の目的外使用における納付金制度の導入 6,488 31,606 6,488
土地開発基金の見直し － － －

合計 158,557 864,757 166,033
※表中の＊マークは、現在目標額が設定できない項目です。事業が進み、具体的に目標額が明らかになっ
た時に設定します。また△はマイナスを示します。
　上表のほか、財政的効果は見込んでいませんが「電子申請システムの導入」や「選挙投票事務の電算化」
など、サービス向上の取り組みも行います。

単位：千円

　市では、平成22年度から26年度までを推進期間とする第
4次行政改革大綱に基づいて「行政改革実施計画」を策定し、
行政改革に取り組んでいます。
　平成24年度は実施計画の中間年であったことから、計画
の見直しを行い、新たに「窓口業務等の外部委託導入の調
査・研究」など6項目を追加しました。平成26年度まで36
項目に取り組み、約8億6千4百万円を財政効果の目標額と
しています。
　見直しを行った平成24年度は主に「スポーツ施設・公
民館施設予約管理システムの見直し」などに取り組み、約
１億5千8百万円の財政的効果がありました。
◆今後の取り組み予定
　平成25年度は、約1億6千6百万円の財政的効果を目標としています。
　市民参加と連携協働のまちづくり、スリムで効率的な行政の実現などのために、市民の皆さんのご
理解とご協力をいただきながら、職員一丸となって一層の行政改革に取り組んでいきます。
※行政改革の取り組み状況に関する詳細については、市役所情報公開コーナーや市ホームページで確
認することができます。
■問　財政課行政改革推進班　内線3381・2

行政改革の取り組み状況行政改革の取り組み状況
松
戸
市
営
白
井
聖
地
公

園
の
墓
地
使
用
者
を
募

集
し
ま
す

　
松
戸
市
で
は
、
松
戸
市
営
白
井
聖

地
公
園
の
墓
地
25
区
画
（
普
通
墓
地

12
区
画
、
芝
生
墓
地
13
区
画
）
を
再

募
集
し
ま
す
。

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

●
申
込
者
が
白
井
市
に
平
成
24
年
10

月
10
日
以
前
か
ら
継
続
し
て
居
住
し

て
い
る
こ
と

●
い
ま
だ
一
度
も
埋
葬
し
た
こ
と
が

な
い
遺
骨
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

●
申
込
者
が
埋
葬
さ
れ
る
人
の
2
親

等
以
内
の
親
族
で
あ
る
こ
と

●
申
込
者
が
祭さ

い
し祀
の
主
宰
者
（
葬
儀

の
喪
主
な
ど
）
で
あ
る
こ
と

申
・
問

　
専
用
の
申
込
書
（
9
月
27

日
㈮
か
ら
10
月
10
日
㈭
ま
で
松
戸
市

役
所
、
白
井
市
役
所
環
境
課
お
よ
び

白
井
聖
地
公
園
管
理
事
務
所
で
配
布

し
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

10
月
10
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
郵
送
で
〒
2
7
1
―
0
0
7

2
　
松
戸
市
竹
ケ
花
74
―
3

　
中
央

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
松
戸
市
健

康
福
祉
部
健
康
推
進
課
総
務
班

　
☎

0
4
7
（
3
6
6
）
7
4
8
5
へ

※
申
し
込
み
は
資
格
者
1
人
に
つ
き

1
通
1
カ
所
の
み
と
し
、
複
数
の
区

画
を
申
し
込
ん
だ
場
合
は
無
効
と
な

り
ま
す
。

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
8
月
16
日
か
ら
23
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い
て

「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
実
施
分
　
ス
イ
カ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、

ト
ウ
ガ
ン
、
モ
ロ
へ
イ
ヤ
、
ナ
ス
、

キ
ュ
ウ
リ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4 

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定

下
限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密

度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

印
西
都
市
計
画
（
地
区
計

画
）
の
変
更
に
つ
い
て

　
印
西
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更

に
あ
た
り
、
都
市
計
画
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

◆
地
区
計
画
案
の
名
称

●
桜
台
業
務
・
公
益
的
施
設
地
区
地

区
計
画
（
変
更
案
）

●
桜
台
西
地
区
地
区
計
画
（
案
）

縦
覧
日
時

　
17
日
㈫
〜
30
日
㈪

　
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

縦
覧
場
所

　
都
市
計
画
課
、
桜
台
セ

ン
タ
ー
（
桜
台
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
日

が
休
館
と
な
り
ま
す
）

※
市
民
お
よ
び
利
害
関
係
者
で
意
見

の
あ
る
人
は
、
30
日
㈪
ま
で
に
意
見
・

住
所
・
氏
名
を
書
面
に
記
入
の
上
、

郵
送
か
直
接
都
市
計
画
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
あ
て
先
は
白
井
市
長
）

問
　
都
市
計
画
課
計
画
整
備
班
　
内

線
3
2
3
6
・
7

市
民
農
園
を
開
設
し
ま

せ
ん
か

　
市
民
農
園
と
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
家
庭
や
都
市
部
に
住
ん
で
い
る
人

た
ち
が
、
小
規
模
の
農
地
を
利
用
し
、

自
家
用
野
菜
な
ど
を
栽
培
す
る
た
め

の
農
園
の
こ
と
で
す
。

　
余
暇
利
用
や
土
と
親
し
み
な
が
ら

の
健
康
づ
く
り
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
、
児
童
・
生
徒
の
体
験
学

習
の
場
の
提
供
の
ほ
か
、
農
地
の
有

効
活
用
の
観
点
か
ら
も
、
普
及
促
進

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
9
月
に
、「
特
定
農
地

貸
付
法
」
が
改
正
さ
れ
、
市
民
農
園

を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
範

囲
が
広
が
り
、
農
地
所
有
者
や
農
地

を
所
有
し
て
い
な
い
N
P
O
法
人
、

企
業
な
ど
も
区
画
割
し
た
農
地
を
利

用
者
に
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
民

間
市
民
農
園
の
開
設
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　
開
設
す
る
に
あ
た
り
、「
市
民
農

園
整
備
促
進
法
」「
特
定
農
地
貸
付

法
」
に
よ
る
も
の
、
法
的
手
続
き
の

必
要
が
な
い
「
農
園
利
用
方
式
」
に

よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

を
知
り
た
い
場
合
は
、
直
接
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

2

白井市役所
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　消防フェスタで
は、消防車や救急
車の乗車体験、職
員による模擬火災
訓練や救急隊によ
るＡＥＤ取り扱い
方法など、実際に
いろいろな体験を
することができま
す。
　消防署ではどん
な仕事をしている
のか、このフェスタで見てみませんか。
※雨天の場合は、内容を一部変更して開催します。
日時　10月6日㈰　午前10
時～午後3時　
場所　印西西消防署（印西
市）
■問　印西西消防署予防係　
☎0476（47）0119

Q
　
2
日
前
、
全
く
知
ら
な
い
業
者

か
ら
「
以
前
申
し
込
ん
で
も
ら
っ
た

健
康
食
品
の
発
送
準
備
が
で
き
た
の

で
、
代
金
引
き
換
え
で
送
る
」
と
突

然
電
話
が
あ
っ
た
。

　 

「
そ
の
よ
う
な
健
康
食
品
の
申
し

込
み
を
し
た
覚
え
は
全
く
無
い
」
と

断
っ
た
が
「
注
文
し
て
も
ら
っ
た
時

の
電
話
の
内
容
を
録
音
し
て
い
る
」

な
ど
と
強
い
口
調
で
言
わ
れ
、
押
し

切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
。

（
70
歳
代
・
女
性
）

A
　
高
齢
者
を
中
心
に
、
今
回
の
事

例
の
よ
う
な
、
強
引
な
健
康
食
品
の

電
話
勧
誘
で
困
っ
て
い
る
と
い
う
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
購
入
を
断
っ
た
の
に
、
代
金
引
き

換
え
で
送
ら
れ
て
き
た
り
、
現
金
書

留
封
筒
や
振
込
用
紙
を
同
封
し
て
、

商
品
が
配
達
さ
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
も
し
商
品
が
送
ら
れ
て
き
て
も
、

申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な
け
れ
ば
絶
対

に
受
け
取
ら
な
い
よ
う
に
し
、
代
金

も
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
断
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
方
的
に
送
り

つ
け
ら
れ
た
場
合
は
、
配
達
業
者
に

事
情
を
説
明
し
受
け
取
り
を
拒
否
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
送
り
主

の
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
を

控
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

強
引
な
健
康
食
品
の
電
話
勧
誘

　
電
話
で
断
り
切
れ
ず
に
健
康
食
品

の
購
入
を
承
諾
し
て
し
ま
っ
た
場
合

で
も
、
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含

め
て
8
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　
健
康
食
品
の
販
売
が
目
的
で
あ
る

こ
と
を
告
げ
ず
に
、
健
康
を
気
遣
う

よ
う
に
装
っ
て
、
勧
誘
す
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
特
に
日
中
一
人
で
自
宅

に
い
る
こ
と
が
多
い
人
は
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
へ
の
対
応
策

と
し
て
、
留
守
番
電
話
や
電
話
番
号

表
示
機
能
な
ど
を
活
用
し
、
知
ら
な

い
相
手
か
ら
の
電
話
に
は
出
な
い
よ

う
に
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　
電
話
勧
誘
を
断
っ
た
後
や
受
け
取

り
を
拒
否
し
た
後
「
キ
ャ
ン
セ
ル
さ

れ
て
損
害
金
が
発
生
し
た
」
と
損
害

賠
償
請
求
書
が
送
ら
れ
て
き
た
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て

相
手
に
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
慌
て
て
支
払
う
こ
と
も
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
脅
し
文
句
に
恐
怖
を
感
じ
る
場
合

は
、
警
察
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
170

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　8月29日、東京高等裁判所におきまして、北総鉄
道運賃値下げ支援補助金専決処分に関する住民訴
訟の控訴審判決の言渡しがありました。
　判決は、残念ながら市の主張が認められない「控
訴棄却」というものでした。
　判決を受け、市訴訟代理人から直接受けた説明
や意見も踏まえ、判決文の内容を慎重に検討した
結果、判決は非常に重いものと受け止め、上告を
しないことといたしました。
※控訴審判決文は、市ホームページに掲載してあ
ります。
■問　企画政策課企画政策班　内線3352

「北総鉄道運賃値下げ支援補助金」専決処
分に関する住民訴訟における控訴審判決の
対応について

～ 光ります ルールと マナーと 反射材 ～
秋の全国交通安全運動

　9月21日㈯から30日㈪までは「秋の全国交通安全運動」です。
　秋の行楽シーズンを迎えると、人と車の動きが活発になることや日没時間が早まる
ため、夕暮れ時における事故の発生が懸念されます。
　9月30日㈪は「交通事故死ゼロを目指す日」です。交通ルールと交通マナーを守り事
故防止に努め、夕暮れ時以降外出するときは、なるべく明るい服装などを着用し、身
の回り品は反射材用品などの利用を心掛けましょう。
【交通安全運動の重点目標】
●子どもと高齢者の交通事故防止
●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
（特に、反射材用品等の着用の推進および自転車前照灯の点灯の徹底）
●全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
●飲酒運転の根絶
■問　市民安全課交通防犯班　内線3322

　
市
で
は
毎
月
2
回
、
市
内
の
井
戸

水
の
水
質
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
（
検
査
は
民
間
検
査
機
関
が
行
い

ま
す
）。

　
検
査
は
専
用
の
容
器
を
使
用
し
ま

す
の
で
、
必
ず
事
前
に
環
境
課
で
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
放
射
性
物
質
の
検
査
は
で
き
ま
せ

ん
。

受
け
付
け
日
時
　
10
月
1
日
・
15
日
、

11
月
5
日
・
19
日
、
12
月
3
日
・
17

日
、
1
月
7
日
・
21
日
、
2
月
4
日
・

18
日
、
3
月
4
日
・
18
日
（
各
火
曜

日
）　  

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

検
査
内
容
　
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、

硝
酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、

塩
化
物
イ
オ
ン
、
有
機
物
、
ｐ
Ｈ
値
、

味
、
臭
気
、
色
度
、
濁
度
（
10
項
目
）

※
10
項
目
以
外
に
検
査
項
目
を
追
加

し
た
い
場
合
は
、
直
接
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

検
査
料
金
　
3
、
5
7
0
円

※
検
査
料
金
は
、
検
査
結
果
と
一
緒

に
振
り
込
み
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
用
紙
が
手
元
に
届
い
て
か
ら

支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線
3

2
7
3

井
戸
水
の
水
質
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す

水不足のため
節水にご協力を
お願いします

水を大切に使ってね

交通事故が多発しています！
　平成24年中の県内の交通死亡事故は、171件発生し、175人が亡くなっています。
特に高齢死者数が84人と約5割を占めています。印西警察署管内では平成25年4月
から8月までの間に、既に5件（市内では2件）の交通死亡事故が発生しています。
　事故に遭わないために、また事故を起こさないためにも、次のことに注意し、
家庭内で交通安全の声掛けに努めましょう。
【運転者の皆さんへ】
●夕暮れ時は早めのライト点灯、右からの歩行者に十分注意する
●子どもや高齢者などの近くを通るときは、スピードを落とすなど思いやりを持っ
た運転を心掛ける
【歩行者の皆さんへ】
●道路を横断するときは必ず止まって左右の安全を確認し、横断の後半では左か
らの車に気をつけ、「ななめ横断」は危険なので行わない
【自転車を利用する皆さんへ】
●夕暮れ時や夜間は前照灯の点灯の徹底を心掛ける
●自転車も「車両」ということを忘れずに、安全運転を心掛ける

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　
10
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
に
開
催
さ

れ
る
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
、
子

ど
も
広
場
で
の
切
符
販
売
や
入
場
者

の
整
理
、
舞
台
で
の
進
行
補
助
や
人

員
整
理
な
ど
、
運
営
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
　
高
校
生
以
上

申
　
10
月
3
日
㈭
ま
で
に
、
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
商
工

会
内
）
☎
（
4
9
2
）
0
7
2
1
へ

問
　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
市
商
工
会
内
）
☎
（
4
9

2
）
0
7
2
1
、
商
工
振
興
課
商
工

振
興
班

　
内
線
3
2
4
1 

・
2

印西地区消防組合からのお知らせ

消 防 フ ェ ス タ
～消防車・救急車に乗ろう!! ～

消防車に乗ってみよう！
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
の
高
齢
化
状
況

　
7
月
末
日
現
在
で
市
内
に
在
住
す

る
95
歳
以
上
の
人
は
76
人
（
男
14
人
、

女
62
人
）  

、
65
歳
以
上
の
人
は
1
2
、

7
7
4
人
で
、
市
内
人
口
に
対
す
る

65
歳
以
上
の
人
の
比
率
（
高
齢
化
率
）

み
ん
な
で
築
こ
う

安
心
と
活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会

み
ん
な
で
築
こ
う

安
心
と
活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会

　
9
月
15
日
は
「
老
人
の
日
」
で
す
。
ま
た
本
日
か
ら
21
日
㈯

ま
で
は
「
老
人
週
間
」
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
身
近
な
と

こ
ろ
で
高
齢
者
と
の
関
わ
り
を
深
め
た
り
、
高
齢
期
の
あ
り
方

に
関
心
を
寄
せ
る
き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

②
高
齢
者
の
知
識
、
経
験
や
能
力

を
い
か
し
た
、
就
労
・
社
会
参
加
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
よ
う
。

③
高
齢
者
の
介
護
予
防
、
生
き
が

い
・
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
よ
う
。

④
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
認

知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
の
あ
り
方

や
介
護
問
題
等
を
み
ん
な
で
考
え
、

高
齢
者
や
介
護
者
を
支
え
る
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
よ
う
。

⑤
高
齢
社
会
に
お
け
る
家
族
や
地

域
社
会
等
の
役
割
を
理
解
し
、
お

互
い
に
協
力
し
て
活
力
あ
る
長
寿

社
会
を
つ
く
ろ
う
。

⑥
減
災
や
防
災
へ
の
取
り
組
み
に

関
心
を
も
ち
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域

で
の
つ
な
が
り
を
築
こ
う
。

老
人
週
間
が
掲
げ
る

6
つ
の
目
標

　
老
人
週
間
は
、
家
庭
や
地
域
な

ど
で
高
齢
者
と
の
関
わ
り
を
深
め

な
が
ら
、
高
齢
者
自
ら
が
高
齢
期

の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
心
と
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
か
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
お
り
、
内
閣
府
や
厚
生

労
働
省
な
ど
が
、
老
人
の
日
・
老

人
週
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
目
指
す

6
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
す
べ
て
の
高
齢
者
が
安
心
し
て

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
、
保
健
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
ふ

れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
よ
う
。

9
月
20
日
〜
26
日
は
動
物
愛
護
週
間
で
す

〜
人
と
動
物
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

【
動
物
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
】

　
不
適
切
な
飼
育
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の

み
な
ら
ず
、
動
物
に
関
す
る
苦
情
や

ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
動
物
に
対
し
虐
待
行
為
を
疑
う

よ
う
な
報
告
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
に
は
、
飼
い
主
が
動
物
の
習
性

や
生
体
を
理
解
し
て
飼
育
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
動
物
を
飼
っ
て
い
な
い

人
も
、
動
物
の
命
を
大
切
に
す
る
よ

う
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　
盲
導
犬
や
介
助
犬
の
よ
う
に
、
人

の
手
助
け
を
行
う
動
物
が
多
く
い
る

こ
と
を
再
度
認
識
し
、
良
好
な
動
物

と
の
関
わ
り
方
を
理
解
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
動
物
と
の
触
れ
合
い
な

ど
を
通
し
て
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
、
い
た
わ
り
の
心
を
育
ん
で

い
き
ま
せ
ん
か
。

◆
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射

は
済
ん
で
い
ま
す
か

　
犬
の
飼
い
主
に
は
、
生
涯
に
1
回

の「
犬
の
登
録
」と
毎
年
1
回
の「
狂

犬
病
予
防
注
射
」
が
法
律
で
義
務
付

「飼い主のいない猫」への取り組み
　最近、「猫が捨てられて困る」
などの声が寄せられています。
　猫は繁殖力が強く、何もしな
ければ「飼い主のいない猫（地
域猫）」は増える一方です。
　飼い主のいない猫を新たに増
やさないため、次の取り組みに
ご理解とご協力をお願いします。
◆飼っている猫を捨てない
　猫に限らず、ペットは生涯飼
い続けることが、飼い主の責務です。
　ペットが飼えなくなったときは、千葉県動物愛護センター（☎
0476（93）5711）に相談してください。
　「動物愛護及び管理に関する法律」では、次のとおり罰則が規
定されています。
●動物を虐待し又は遺棄した者は、100万円以下の罰金
●動物をみだりに傷つけたり又は殺した者は、2年以下の懲役ま
たは200万円以下の罰金
　これらの行為を発見した場合には、千葉県印旛健康福祉セン
ター（☎043（483）1137）に相談してください。
◆今より飼い主のいない猫を増やさない
　猫の不妊・去勢手術を行い、繁殖を制限することが効果的です。
地域猫活動への理解・協力を
　飼い主のいない猫の世話をしながら、不妊・去勢手術をする「地
域猫活動」により、繁殖を制限された地域猫は、寿命により減少
していきます。
　「地域猫活動」は、皆さんのできる範囲で取り組むことが大切
です。
市内の地域猫活動
　動物愛護団体が中心となり、毎年約60匹の飼い主のいない猫を
不妊・去勢手術し、地域猫の増加を防止しています。
　地域の皆さんと協力して新たに猫が捨てられないよう、取り組
んでいます。
■問　環境課環境保全班　内線3276・7

　
動
物
愛
護
週
間
は
、
命
あ
る
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
育
に
つ
い
て
、
皆
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理
解
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深
め
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る
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、
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で
定
め
ら
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い
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す
。
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ず
、
身
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に
い
る
動
物
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の
関
わ
り
方
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
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け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
飼
っ
て
い
る
犬
が
ま
だ

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な

い
場
合
は
、
動
物
病
院
で
予
防
注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
注
射
を
接
種
す
る
と
、
動
物
病
院

で
接
種
し
た
証
明
書
を
交
付
し
て
く

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
証
明
書
類
を
持

参
し
、
市
役
所
環
境
課
に
お
い
て

「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」
の
交
付

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
数
料
　
注
射
済
票
の
交
付
　
5
5

0
円
、
新
規
登
録
　
3
、
5
5
0
円

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線
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・
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最後まで家族の一員として

は
20
・
4
㌫
で
す
。

米
寿
・
1
0
0
歳
以
上

の
皆
さ
ん
に
祝
い
品
を

贈
呈
し
ま
す

　
市
で
は
、
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら

れ
る
大
正
14
年
生
ま
れ
の
人
と
大
正

3
年
3
月
以
前
に
生
ま
れ
た
1
0
0

歳
以
上
の
人
に
対
し
、
祝
い
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
祝
い
品
は
老
人
週
間
に
民
生
委
員

か
ら
贈
呈
し
ま
す
。

問
　
高
齢
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福
祉
課
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援
班
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（
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7
）
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4

　市では、職員の育児休業取得に伴い、保育士の任期付職
員の募集を行います。
※任期付職員とは、給料・各種手当および勤務時間などが
正規職員と同様で、採用期間を定めた職員をいいます。
募集要件・人数　保育士の資格を有し、昭和43年4月2日以
降に生まれた人（45歳以下）　２人
任期　①平成25年11月12日から平成28年5月31日まで
　　　②平成25年11月15日から平成28年3月31日まで
※職員の育児休業の取得状況により決定します。
勤務場所　清水口保育園または南山保育園
■申・■問　所定の応募書（総務課・市ホームページにあります）
に必要事項を記入の上、履歴書、保育士登録証の写しを添え
て、9月17日㈫から10月4日㈮までに、郵送（消印有効）か
直接総務課人事班　内線3314・5へ

任期付職員（保育士）を
募集します

◆
な
か
よ
し
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
3

　
動
物
愛
護
教
室
、
乗
馬
体
験
、
動

物
愛
護
に
関
す
る
紙
芝
居
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
家
族
で
動
物
と
の
触
れ
合
い
を
楽

し
み
な
が
ら
、
動
物
愛
護
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
22
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

場
所
　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
富
里
市
）

入
場
料
　
無
料

問
　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
4
7
6
（
9
3
）
5
7
1
1

ペットも家族の一員です

予防注射を忘れずに

健康に生活するために
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

～介護予防月間イベント～
介護予防川柳の最優秀作品・優秀作品が決定しました

　今年度から、6月の1カ月間を「介護予防月間」とし、各センターでイベントを開催しました。そのイベントのひとつとして、介護予防川柳「い
つまでも元気でいるために」をテーマに作品を募集しましたところ、子どもから大人まで幅広い年齢層の人から、全部で56作品の応募がありました。
たくさんの応募ありがとうございました。
　とてもユニークで前向きな川柳ばかりの中から、最優秀作品を1作品、優秀作品を8作品を下記のとおり決定しました。
　今回の最優秀作品は、来年度の介護予防月間のスローガンとして採用させていただきます。
※最優秀作品、優秀作品の選定は、市内在住で川柳・俳句の指導をされている片岡ゆめたろうさんと介護予防推進員に協力していただきました。
■問　高齢者福祉課高齢者支援班　☎（497）3484

【最優秀作品】

梨トレで　にっこり元気　いつまでも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大部幸子さん

【優秀作品】
　　　いつまでも　げんきにいたい　かぞくとね　　　ゆいかさん
　　　やるならば　脳トレ筋トレ　今でしょう　　　　江口貞さん
　　　金なくも　筋トレ脳トレ　脱介護　　　　　　　江口貞さん
　　　前向きに　男も家事を　ぼけ防止　　　　　　　川又勝彦さん
　　　サークルで　汗を流せば　介護なし　　　　　　高橋富久美さん
　　　梨トレや　腰も伸び伸び　笑顔の輪　　　　　　牧野啓子さん
　　　だ液腺　3つもあるのに　みな断水　　　　　　     無記名
　　　朝起きて　さあ歩こうよ　明日のため　　　　　無記名

特定健診を受診しましょう
　市では国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人を対象に、メタボリックシンドローム（メタボ）に着目した特定健診を行って
います。
　メタボであるかどうかは腹回りや血圧、血液データの値で容易に確認することができ、早期に発見して食生
活などの習慣を見直すことで、生活習慣病の発症を予防することができます。
　健診を受けて結果を確認することが、自分の生活習慣を見直すきっかけにつながります。健診は無料で受け
られますので、将来の健康づくりのために、まずは健診を受けることから始めてみませんか。
日程・場所・受付時間　右下表のとおり
持ち物　国民健康保険被保険者証、問診票、スリッパ（保健福祉センター以外で受診する人のみ）
※問診票は、該当者に6月上旬に送付済みです。
受診料　無料
◆申し込みが必要な場合
　平成25年5月から9月までに国民健康保険に加入した人は問診票が送付されません。健診を希望する場合は、
直接保険年金課に申し込んでください。
※職場などの健康保険に加入している人は、加入している健康保険者（事業主など）に直接問い合わせてください。
◆ほかの健診を受診した場合
　国民健康保険加入者で、人間ドックなどの血液検査や尿検査を含む健診を既に受けた人は、結果の写しと記入した問診票を保険年金課へ
提出してください。市で健診を受けた場合と同様に、市の結果相談会や講座を利用することができます。

特定健診、後期高齢者健診、肺がん・結核健診　日程表

日程 場所 受付時間
9月24日㈫ 冨士センター

8：00 ～ 11：00

9月25日㈬ 桜台センター
9月26日㈭、28日㈯、
30日㈪

保健福祉センター

10月1日㈫、2日㈬、
3日㈭、4日㈮

西白井複合センター

10月6日㈰、7日㈪、
9日㈬、10日㈭、
11日㈮

保健福祉センター

後期高齢者健診、肺がん・結核検診も
同時に実施しています

　市では、特定健診のほか後期高齢者健診、肺がん・結核検診も
同じ日程で実施していますので、この機会に受診してみませんか。
※6・7月に受診した人は、再度の受診はできません。
【後期高齢者健診について】
　後期高齢者健診は申し込み制です。健診を希望し、問診票が手
元にない人は直接健康課で申し込んでください。
【肺がん・結核検診について】
　肺がん・結核検診は、胸部レントゲン検査です。受診を希望す
る人は、6月に送付した問診票（青色の用紙）を必ず持参してくだ
さい。 ■申・■問　保険年金課保険年金班　内線3181

　　　　   健康課保健予防班　☎（497）3495

梨トレ体操で健康アップ

介護予防推進委員によるアドバイス

「介護予防の日」をアピールしました

介護予防はじめませんか

バ
ラ
ン
ス
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
教
室
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す

　
普
段
、
な
に
げ
な
く
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
い
つ
も
歩
い
て
い
る
姿
勢
を
見
直

し
て
、
よ
り
効
果
的
な
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
月
1
回
教
室
を
開
催
し
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
基
礎
を
学
び
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
の
姿
勢
を
見
直
し
ま
す
。

※
屋
外
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
あ
り
ま

せ
ん
。

日
程
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左
表
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と
お
り

対
象

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

各
会
場
40
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
9
月
30
日
㈪
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
会
場
を
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話
か
フ
ァ
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へ

バランスウオーキング教室（全6回）
日程 会場 時間

10月8日㈫
11月19日㈫
12月17日㈫
1月21日㈫
2月18日㈫
3月18日㈫

白井駅前センター 10：00～ 11：30

西白井複合センター 13：30～ 15：00
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西白井クリニック　　泉公成医師
●先生の専門分野を教えてください
　専門は消化器外科です。消化器病学
会、外科学会の専門医で、内科学会の
認定内科医です。大学病院勤務当時は、
大腸がんを中心に研究・診療をしてい
ました。大学病院で10年、大学関連の
総合病院で5年半勤務した後、白井で開
業して、13年半です。開業後は「町医者」
として、一般内科を中心に、高血圧や
糖尿病などの慢性疾患のほか、風邪や
胃腸炎などの急性疾患も含め幅広く診
療しています。
●休日の過ごし方を教えてください
　休日は、都内まで足を延ばして、映画鑑賞や食事に行くことが多いです。
また、昭和43年製の旧車を所有しているので、メンテナンスしてドライブして
います。いつ止まってしまうかわからないので、遠出はせず近所を乗り回して
ます。
●診察するときのモットーや心がけていることは
　設備のない診療所で一人の医師にできることには限界があるので、少しでも
気になったら専門医を積極的に紹介するようにしています。アンテナを高くし
て、空振りを恐れず専門施設に紹介することで、典型的な症状が出る前に、狭
心症や心筋梗塞などを早期に発見治療できたこともめずらしくありません。
●患者さんへのメッセージ
　もっと自分の病気に関心を持って欲しいと感じています。薬や治療方針など
に無関心な人もいますが、特に複数の病院にかかる場合など、薬の飲み合わせ
によっては、かえって体を壊すこともありますので、どういう病気で「白い丸
い粒」ではなく、どんな薬を飲んでいるのか、大まかなことで良いので知って
おくことは大切だと思います。薬局から出される薬剤情報も活用しましょう。

西白井クリニック　根1778 ー 6　☎（498）3333

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医

泉公成医師

　生後6カ月までの子を持つマ
マや妊婦さんが気軽におしゃべ
りできる場です。
　手作りおもちゃの紹介や親子
遊びなどもあるので、友達づく
りに来ませんか。
日時　10月28日㈪　午前10時～
正午
場所　保健福祉センター
対象　妊婦、生後6カ月までの子とその保護者
■問　健康課母子保健班　☎（497）3495

マタニティ&ベビーサロン
いっぽいっぽ

就
学
時
（
小
学
校
入
学

前
）
健
康
診
断
を
実
施

し
ま
す

　
来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

平
成
19
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
20
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
の
健

康
診
断
と
発
達
検
査
を
、
左
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
10
月
中
に
通
知
の
は

が
き
を
郵
送
す
る
の
で
、
必
ず
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　「
通
知
が
届
か
な
い
」「
今
後
入
学

ま
で
の
間
に
他
市
町
村
へ
転
出
を
予

定
し
て
い
る
」
な
ど
の
理
由
で
指
定

日
に
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、
必
ず

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
受
付
時
間
を
厳
守
し
、
必

要
事
項
を
記
入
し
た
通
知
は
が
き
、

上
履
き
、
ハ
ン
カ
チ
、
筆
記
用
具
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
小
学
校
と
も
駐
車
場
に
限
り
が

就学時（小学校入学前）健康診断　日程表

学校名 日程 受付時間 終了時刻

白井第一小学校  11月13日㈬ 13:00 ～ 13:15 15:30

白井第二小学校  11月20日㈬ 13:00 ～ 13:15 15:30

白井第三小学校  11月19日㈫ 12:35 ～ 13:15 16:00

大山口小学校  11月12日㈫ 12:30 ～ 12:50 15:45

清水口小学校  11月8日㈮ 13:00 ～ 13:20 15:30

南山小学校  11月20日㈬ 13:00 ～ 13:15 15:30

七次台小学校  11月6日㈬ 12:45 ～ 13:00 16:00

池の上小学校  11月21日㈭ 13:10 ～ 13:20 15:30

桜台小学校  11月15日㈮ 13:00 ～ 13:30 15:30

※終了時刻は、受診人数などによって変わる場合があります。

　人と関わることに不安があって家から
出にくい人や、さまざまな事情で働く意
欲を持つことができない人などを対象に
した、気軽に相談できる相談会を毎月2回、
各センターで開催しています。
　相談会では専門的な知識を持つ精神保
健福祉士がカウンセリングを行い、必要
に応じて医療や教育、労働、福祉などの
関係機関への紹介を行います。
　本人が希望する場合は、ボランティア活動への参加も支援し
ます。
　相談内容やプライバシーに関する秘密は厳守します。
日程・場所　10月7日㈪・白井コミュニティセンター
　　　　　　10月21日㈪・公民センター
受付時間　午後6時20分から8時まで
※1件あたりの相談時間は1時間程度です。
対象　市内在住・在勤・在学の中学校を卒業した15歳から39
歳までの人かその保護者・家族
受付件数　1日　2件まで（予約優先）
相談料　無料
■申・■問　相談会に参加する人の氏名、電話番号、相談したい
人の続柄を、電話またはEメールで生涯学習課社会教育班　内
線3431 ～ 3へ

ニート・ひきこもり相談会
子どもや若者の自立や社会参加を支援します

ジュニアリーダー養成講座参加者募集
　市子ども会育成会連絡協議会では地域の行事などで、ボランティアとして主
に小学生に対し、ゲームや野外活動の指導をする青少年リーダーを育てるため
の講座を開催します。
　この講座は、リーダーとして必要なことを勉強するとともに、たくさんの仲
間との出会いを通して、互いに学びあうことを大切にしています。
日程・内容　右下表のとおり
対象　市内在住・在学の小学5・6年生　10人（応募者多数の場合は抽選）
参加費　6,500円（保険代・材料費ほか）
※1月25日㈯・26日㈰の宿泊研修は、外部団体の研修に参加するため、別途料
金が掛かります。
■申・■問　はがきに、参加者
の氏名、住所、学年、学校名、
保護者氏名を記入の上、9月
30日㈪（必着）までに生涯学
習課社会教育班　内線3433
へ

ジュニアリーダー養成講座
日程 内容

10月27日㈰ 開講式ほか
11月17日㈰ 安全教育と野外活動
12月15日㈰ クリスマスクラフトほか
1月25日㈯・26日㈰ 宿泊研修（東金青年の家）
2月16日㈰ 閉講式と学習発表会

あ
り
ま
す
。
徒
歩
で
の
来
校
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
健
診
日
当
日
は
保
護
者
向
け
の
家

庭
教
育
講
座
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

問
　
学
校
教
育
課
指
導
班
　
内
線
3

4
2
2

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

市民バスケットボール大会
参加者募集

日程　10月20日㈰・27日㈰
場所　白井中学校
対象　市内在住者が3人以上で構成
された7人以上のチーム
※必ず審判を帯同し、スポーツ安
全保険にも加入してください。
参加費　1チーム5,000円
■申　所定の申込書に（生涯学習課
にあります）に必要事項を記入の上、9月20日㈮（必着）
までに〒270―1435　白井市清水口2―4―1―303　市バ
スケットボール協会小原へ
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

2013.9.15 6



　大会の開催に伴い、コースとなる運動公園周辺の道路の交通規制を実施します。
　当日は道路の混雑が予想されますが、ご協力をお願いします。
規制日時　10月6日㈰　午前9時20分～正午
規制区間　下図のとおり
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434 ～ 6

白井梨マラソン大会の交通規制に
ご協力をお願いします

市民ゴルフフェスタ
参加者募集

市民ゴルフフェスタ申込先
氏名・名称 住所 電話番号

木下智義 桜台2―6―2―705 （497）2632
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1―5―9―401 （491）3900
千秋繁 南山3―6―6 （491）5695
山田政男 河原子357―1 （491）0349
富澤ハウジング 根1826―31 （491）0026
隆盛堂薬局 西白井駅前商店会 （491）4626
宇田川清次 根1918―11 （491）6160
千葉光商事 根1777―1 （491）5111
阪東修 けやき台1―2―1―1012 （491）8765
谷口八郎 けやき台2―6―4―103 （491）3404
平井勲 清水口1―5―2―502 （491）1482
宮崎信行 清水口2―1―12―702 （491）2451
田辺裕 清水口3―28―7 （491）3476
奥田隆夫 七次台4―2―3 （491）0982
内田弘 大山口2―4―4―107 （491）2802
下山輝美 西白井1―15―6 （491）1101
橋本力 冨士198―38 （445）2110
田上聖視 大松1―2―23 （491）2253
生涯学習課スポーツ振興班 内線　3435

日程　10月28日㈪
場所　総武カントリークラブ・総武
コース（印西市）
※27ホール使用してプレーを行います。
対象　市内在住・在勤者　200人（申
し込み順）
競技方法　新ぺリア方式
プレー費　15,000円（歩き、キャディー付き、昼食付き）
参加費　3,000円（賞品代・パーティー費）
■申・■問　9月23日㈷から10月4日㈮までに下表の各申込
先または生涯学習課スポーツ振興班　内線3435へ

白井梨マラソン大会の交通規制に
ご協力をお願いします

社
会
教
育
関
係
団
体
の

認
定
申
請
受
け
付
け
を

10
月
1
日
か
ら
開
始
し

ま
す

　
地
域
社
会
を
円
滑
に
し
て
い
く
地

域
活
動
や
学
習
・
家
庭
教
育
を
支
援

し
て
い
く
活
動
、
青
少
年
を
対
象
と

し
た
支
援
活
動
、
地
域
住
民
を
対
象

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
社
会

教
育
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
、
新

た
に
認
定
を
希
望
す
る
団
体
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
た
団
体
は
公
民
館
な
ど

の
使
用
料
が
2
分
の
1
に
減
免
さ
れ

ま
す
（
た
だ
し
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
な
ど
は
除
く
）。

※
既
に
平
成
25
年
度
分
の
認
定
を
受

け
て
い
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
今
回

申
請
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
定
期
間
　
平
成
25
年
12
月
1
日
か

ら
平
成
26
年
5
月
31
日
（
半
年
間
）

認
定
の
要
件
　
次
の
と
お
り

●
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ
継

続
的
に
実
施
し
、
そ
の
事
業
の
成
果

が
十
分
に
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る

●
役
員
を
選
出
し
て
い
る

●
自
己
財
源
を
有
し
、
団
体
の
運
営

を
確
実
に
行
っ
て
い
る

●
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
主
た
る

活
動
の
場
所
が
市
内
で
あ
る

●
社
会
奉
仕
な
ど
の
活
動
実
績
が
あ

る※
そ
の
ほ
か
に
も
審
査
基
準
項
目
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
申
請
書
、
規
約
、
事
業
・
会
計

報
告
書
、
事
業
計
画
・
予
算
書
、
役
員
・

会
員
名
簿
、
社
会
奉
仕
等
活
動
の
内

容
が
分
か
る
書
類
、減
免
申
請
書（
各

書
式
は
生
涯
学
習
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
10
月
1
日

㈫
か
ら
25
日
㈮
ま
で
に
直
接
主
に
活

動
拠
点
と
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
へ

※
事
業
・
会
計
報
告
書
お
よ
び
事
業

計
画
・
予
算
書
は
、
各
団
体
の
総
会

に
お
い
て
承
認
を
得
た
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
2
お
よ
び
各
セ
ン
タ
ー

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時

　
10
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰
・
12

日
㈯
・
13
日
㈰
・
19
日
㈯
・
20
日
㈰
・

26
日
㈯
・
27
日
㈰

　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
4
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
9
月
25
日
㈬
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

10kmコース
5kmコース
3kmコース
2kmコース

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

屋
号
か
ら
見
る
白
井

　
屋
号
と
は
、
家
ご
と
に
付
け
ら

れ
た
通
称
で
す
。
同
じ
地
区
に
は

同
じ
姓
の
家
が
多
数
あ
る
こ
と
が

あ
り
、
屋
号
は
各
住
人
を
呼
び
分

け
る
の
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
市
内
に
整
備
さ
れ
て
い

た
有
線
放
送
電
話
の
番
号
簿
（
1

9
7
3
年
版
）
に
は
、
市
内
の
屋

号
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
は
そ
れ
を
基
に
屋
号
か
ら
白

井
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
屋
号
は
、
そ
の
家
の
先
祖
が
名

乗
っ
て
き
た
名
や
、
分
家
な
ど
の

関
係
、
そ
の
家
の
職
業
、
家
屋
の

立
地
状
況
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。

　
例
え
ば
、
先
祖
が
新し
ん
左ざ

衛え

門も
ん
を

名
乗
っ
た
家
で
は
「
し
ん
ぜ
む
」

が
屋
号
に
な
り
ま
す
。「
ぜ
む
」

は
「
ざ
え
も
ん
」
が
短
縮
し
た
も

の
で
、
同
様
に
「
新し

ん
右え衛
門も

ん
」
な

ら
「
し
ん
に
む
」
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
分
家
を
出
せ
ば
「
し
ん

に
む
新
宅
」
と
な
り
、単
純
に
「
新

宅
」
や
「
新に

や屋
」
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
分
家
を
出
せ

ば
「
新
屋
新
宅
」
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
名
前
や
分
家
に
関
連

す
る
屋
号
は
全
体
の
7
割
近
く
に

上
り
、
そ
の
う
ち
分
家
に
関
係
す

る
も
の
が
1
4
0
軒
以
上
あ
り
ま

す
。
屋
号
を
見
る
と
各
地
区
で
分

家
が
次
々
と
創
設
さ
れ
、
市
内
の

人
口
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
次
に
多
い
の
が
職
業
か
ら
付
い

た
屋
号
で
全
体
の
2
割
ほ
ど
を
占

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

め
ま
す
。最
も
多
い
の
は「
大
工
」

で
市
内
に
17
軒
、
次
に
多
い
の
が

「
鍛
冶
屋
」「
豆
腐
屋
」「
桶お

け
屋
」

の
各
9
軒
、「
か
ご
や
」
が
8
軒
、

「
屋
根
屋
」「
油
屋
」
が
各
7
軒
、

「
魚
屋
」「
紺こ

う
屋
」
が
各
6
軒
、「
せ

ん
べ
い
屋
」「
左
官
」「
酒
屋
」「
床

屋
」「
醤

し
ょ
う
ゆ油
屋
」「
畳
屋
」「
建た

て
具ぐ

屋
」

が
各
5
軒
と
続
き
ま
す
。
屋
根
屋

は
茅か

や
ぶ
き葺
屋
根
の
葺ふ

き
か
え替
職
人
を
指
し

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、「
足
袋
屋
」

「
下
駄
屋
」「
糀

こ
う
じ屋
」「
鋳い

か
け掛
屋
」

「
樽た

る
屋
」「
付つ

け
木ぎ

屋
」
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
付
木
は
火
つ
け
木
や
マ

ッ
チ
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
屋
号
を
見
る
と
市

内
に
は
い
ろ
い
ろ
な
職
や
店
が
あ

り
、
豆
腐
な
ど
を
製
造
・
販
売
し

た
り
、
鍛
冶
屋
な
ど
の
よ
う
な
職

工
人
が
い
た
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

自
給
自
足
の
生
活
の
中
で
、
身
近

な
生
活
に
必
要
な
も
の
を
作
り
、

販
売
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
が
各
地

区
に
あ
っ
た
の
で
す
。
現
在
は
生

活
習
慣
が
変
わ
り
、
流
通
も
発
達

し
た
こ
と
で
多
く
の
職
が
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
屋
号
に
は

そ
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
有線電話番号簿
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

公  

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　
水

す
い
ぎ
ょ
う
ざ

餃
子
を
作
っ
て
一
緒
に
食
べ
よ

う
。

日
時

　
10
月
5
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

角
巾
、
布
巾
、
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

駅  

駅
前
朗
読
会

　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」
の
皆
さ
ん

が
、
角
田
光
代
の
「
口
紅
の
と
き
」

公  
1
歳
児
「
す
み
れ
さ

ん
」
2
歳
児
「
た
ん
ぽ
ぽ

さ
ん
」
合
同
栄
養
相
談

　
栄
養
士
か
ら
「
子
ど
も
の
食
」
に

つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
後
、
相
談
も

で
き
ま
す
。

日
時
　
10
月
1
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
22
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
24
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
9
月
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ル
サ

ダ
ン
ス
講
座

　
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
を
通
し
て
、
親
子

の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
6
日
㈰
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
大
人
2
人
と
生
後
3
カ
月
か

ら
1
歳
6
カ
月
ま
で
の
子
　
10
組

（
申
し
込
み
順
）

冨  フェスタA・K・B
（明るく・キラリと・ビューティフル）
～体験・体感ミニフェスティバル～

　冨士センターで、日ごろ活動して
いる「認定サークル」がさまざまな
発表や体験学習を行います。
　模擬店やスタンプラリー、子ども
コーナーなど、楽しいイベントが
いっぱいのフェスティバルです。
日時　28日㈯　午前10時～午後3時

福  働きづらさに悩む若い女性のため
のパソコン講座＋しごと準備講座
　心や体をほぐすコミュニケーショ
ンと、仕事で活かせるワードやエク
セルなどの基本を学びながら、働き
方への不安を和らげる無料講座です。
　講座終了後、自助グループ活動や
社会貢献活動に参加することができ
ます。
日程・内容　下表のとおり（全10回）
時間　仕事準備講座　午前11時～午
後0時30分、パソコン講座　午後1時30分～ 3時30分
対象者　15歳から35歳までの独身女性で人とのコミュニケー
ションが苦手で職についても長続きせず働きづらさに悩む人
10人（応募者多数の場合は選考基準により選考）
■申　10月7日㈪までに電話か直接福祉センターへ

子

育

て

子

ど

も

趣
味
・
教
養
・
学
習

講
師
　
全
日
本
ダ
ン
ス
協
会
連
合
会

認
定
ダ
ン
ス
教
師
　
河
村
み
わ
子
さ
ん

持
ち
物
　
お
ん
ぶ
ひ
も
、
室
内
履
き

申
　
9
月
29
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

公  

0
歳
児
「
つ
く
し

ち
ゃ
ん
」

　
小
麦
粉
ね
ん
ど
で
一
緒
に
遊
び
ま

し
ょ
う
。

※
小
麦
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日
時

　
10
月
7
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
10
月
5
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

複  

バ
ブ
ち
び
ラ
ン
ド「
ふ

れ
あ
い
ミ
ニ
運
動
会
」

　
年
齢
別
の
種
目
で
体
操
や
か
け
っ

こ
な
ど
を
し
、
親
子
で
触
れ
合
い
な

が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

福   楽しみながら世代間交流を進めよう！
福祉センターフェスティバル

　サークルによる展示や発表、模
擬店での販売、子ども縁日などを
行います。
　10月6日㈰は幼児から中学生まで
（先着100人）を対象に、米1㌔㌘と
交換できるスタンプラリーがあり
ます。
日時　10月5日㈯・6日㈰　午前9時
30分～午後3時
※6日㈰の終了時間は午後2時30分です。
◆福祉センターを臨時休館します
　センターフェスティバルの開催に伴い、10月4日㈮は臨時休
館します。

サークル発表の様子

申
　
10
月
1
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

将
棋
教
室

　
初
心
者
で
も
丁
寧
に
教
え
て
も
ら

え
ま
す
。

日
時
　
10
月
5
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

白  

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
体
験

　
み
ん
な
で
キ
ャ
ン
プ
料
理
（
チ
ー

ズ
や
鶏
サ
サ
ミ
な
ど
の
燻く

ん
せ
い製
）
を
作

っ
た
り
、
テ
ン
ト
体
験
で
キ
ャ
ン
プ

気
分
を
味
わ
お
う
。

や
池
波
正
太
郎
の
「
狐
き
つ
ねの
嫁
入
り
」、

草
野
心
平
の
「
誕
生
祭
」
を
朗
読
し

ま
す
。
大
人
向
け
の
朗
読
会
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
3
日
㈭
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

対
象
　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

安
心
し
て
話
が
で
き

る
心
の
居
場
所「
ハ
ー
ト
」

　「
親
子
間
に
お
け
る
共
依
存
」
を

テ
ー
マ
に
、
ひ
き
こ
も
り
と
の
関
わ

り
が
深
い
親
子
関
係
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
11
日
㈮
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ち
ば
北
総
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
阿
部
達
昭
総
括

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

申
　
10
月
8
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福  1日（ワンデー）シェフの魅力講座
　料理好きの人たちが集まって、日替わりでシェフが交代する「ワ
ンデーシェフ」の魅力をのぞいてみませんか。
日程・時間・内容　下表のとおり（全３回）
対象　飲食関係で起業を考えている人・興味のある人　20人（申
し込み順）
■申　10月7日㈪までに電話か直接福祉センターへ

日程表
日程 仕事準備講座 パソコン講座

10月10日㈭ 他己紹介（他人から見た
自分の発見） ワードの基本

10月11日㈮ からだほぐしココロほぐしワードの保存・編集

10月17日㈭ アロマでココロも身体も
リフレッシュ ワードビジネス文書

10月18日㈮ 私の短所を長所に ワードで表・図を編集

10月24日㈭ アートで発見する自分 メール・インターネット

10月25日㈮ 勇気をつけよう　自尊心
回復 エクセルの基本

10月31日㈭ 働く前に知っておきたい
こと エクセルの表作成

11月2日㈯ 履歴書の書き方のコツ エクセルの関数

11月7日㈭ 自分を好きになるメイク
講座 エクセルの表計算

11月8日㈮ 前年度参加者と対談＆仕事
チェック・今後について データーベースの活用

日程表
日程 時間 内容

10月15日㈫ 10：00 ～ 12：00 ワンデーシェフレストラン・飲食店経営について

10月29日㈫ 12：00 ～ 13：00

日替わりシェフ「さくらそう」（四街道
市）の見学　　　　　　　　　　　　
※現地集合・解散で、交通費および昼
食代は実費となります。

11月5日㈫ 12：00 ～ 14：00 腕試しに挑戦～自作料理をシェフが評価します～（参加者より数人選出）

日
時

　
10
月
27
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師
　
キ
ャ
ン
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　

杉
山
俊
一
さ
ん

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
参
加
費

持
参
の
上
、
直
接
白
井
児
童
館
へ

日
時
　
10
月
10
日
㈭
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
0
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
子
と

そ
の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
水
筒

申
　
10
月
1
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

朗読会の様子

自立と仕事への一歩を応援する
講座です
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　介護の専門家から、車椅子操作やシーツ
交換、着脱介助などを実習しながら学ぶこ
とができる講習会です。
日時　10月18日㈮　午前10時～午後3時
場所　高齢者就労指導センター
対象　市内在住の60歳以上の女性　10人
（応募者多数の場合は抽選）
■申　10月8日㈫までに電話か直接シルバー人
材センターへ

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
に
よ
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
3
つ
の
コ
ツ
を
マ
ス
タ
ー
す
る
だ

け
で
歩
き
は
変
わ
り
ま
す
。
実
技
で

正
し
い
歩
き
方
を
学
ん
だ
後
、
実
際

に
4
㌔
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。

日
時
　
23
日
㈷
・
28
日
㈯
　
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分
（
雨
天
時
室
内
）

場
所
　
北
総
花
の
丘
公
園
花
と
緑
の

文
化
館
（
印
西
市
）　
対
象
　
40
歳

以
上
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）　
参

加
費
　
1
、
5
0
0
円
（
2
回
分
・

施
設
使
用
料
な
ど
）

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ

ー
ル
で
氏
名
と
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
富
所
☎
0
4
7
6
（
3
7
）
3

0
7
1
・

0
4
7
6
（
3
7
）
3

0
7
2
・

 s
u
p
p
o
r
t@
s
r
-

tom
i.com

へ

◆
し
ろ
い
・
九
条
の
会
学
習
会

「
自
民
党
の
『
日
本
国
憲
法
改
正
草

案
』に
つ
い
て
よ
く
知
ろ
う
」を
テ
ー

マ
に
し
た
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
草
案
は
日
本
を
ど
こ
に
導
く

の
で
し
ょ
う
か
。
現
行
憲
法
と
対
比

し
な
が
ら
法
律
の
専
門
家
と
と
も
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
28
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー
　
講
師

　
佐
藤
鋼
造
弁
護
士

　
参

加
費

　
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

問
　
し
ろ
い
・
九
条
の
会
　
伊
藤
☎

（
4
9
1
）
8
6
0
6

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
28
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
一
般
（
予
約
不

要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
下
総
航
空
基
地
開
設
記
念
行
事

　
開
設
記
念
式
典
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

航
空
機
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈯
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
　
場
所
　
海
上
自
衛
隊
下
総
航

空
基
地
（
柏
市
）

※
当
日
は
新
鎌
ケ
谷
駅
前
交
番
横
か
ら

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
　
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
2
3
2
1

◆
白
井
将
棋
大
会

　
将
棋
の
好
き
な
市
民
を
対
象
に
、

ど
な
た
で
も
参
加
自
由
の
将
棋
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
大
会
で
1
位
か
ら

3
位
ま
で
に
な
っ
た
人
に
は
賞
品
が

あ
り
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
（
受

け
付
け
　
午
前
9
時
30
分
〜
）　
場

所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
対
象

市
内
在
住
者
　
40
人
（
先
着
順
）　

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
賞
品
代

な
ど
）

問
　
白
井
将
棋
愛
好
会
　
坂
井
☎

（
4
9
1
）
2
7
0
2

◆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ド
ル
チ
ェ
・
コ
ン

サ
ー
ト

　
ソ
プ
ラ
ノ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
バ

イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
ピ

ア
ノ
の
6
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
編
成

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
「
岩
の
上
の
羊
飼
い
」、
ブ
ラ
ー

ム
ス
「
ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲
第
1
番
」

な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈰
　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）　
場
所
　
文

化
会
館
中
ホ
ー
ル
　
入
場
料
　
無
料

問
　
佐
藤
☎
（
4
9
2
）
3
1
3
0

◆
講
演
会
「
地
域
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

革
命
は
起
こ
せ
る
か
？
」

　
千
葉
大
学
の
倉
阪
秀
史
教
授
に
よ

る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
の
必
要

性
」
と
、
同
大
学
の
馬
上
丈
司
特
任

講
師
に
よ
る
「
市
民
フ
ァ
ン
ド
と
い

う
底
力
の
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
太
陽
や
風
、
水
な
ど
の
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
、
ま
ち
づ
く
り

を
視
野
に
入
れ
た
地
域
特
有
の
資
源

と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
、
必
要
な

考
え
方
な
ど
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
29
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
対
象

市
内
在
住
者
な
ど
　
50
人
（
申
し
込

み
順
）　
参
加
費
　
5
0
0
円
（
資

料
代
）

※
当
日
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま

す
。

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
白
井

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
　
辻

川
☎
・

（
4
9
1
）
8
8
0
9
へ

◆
日
西
交
流
4
0
0
年
記
念
講
演
会

「
サ
ム
ラ
イ
海
を
渡
る
〜
支
倉
慶
長

遣
欧
使
節
の
謎
〜
」

　
白
井
国
際
交
流
協
会
で
は
、
日
本

と
ス
ペ
イ
ン
の
交
流
4
0
0
年
を
記

念
し
て
、「
支
倉
慶
長
遣
欧
使
節
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
行
い
ま

す
。

日
時
　
10
月
5
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

4
時
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
（
自
由
参
加
）　
講
師

元
N
H
K
チ
ー
フ
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

田
邊
光
宏
さ
ん

　
参
加
費

　
無
料

問
　
白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局
☎

（
4
9
7
）
3
0
4
0

◆
千
葉
大
学
園
芸
学
部
公
開
講
座

「
食
の
安
全
と
安
心
②（
安
心
編
）」

　
よ
り
安
全
な
食
品
を
購
入
し
、
消

費
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
の

制
度
や
仕
組
み
と
、
そ
の
背
後
に
存

在
す
る
科
学
的
知
識
に
つ
い
て
解
説

す
る
講
座
で
す
。

日
時
　
10
月
4
日
㈮
か
ら
平
成
26
年

1
月
31
日
㈮
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
　

午
後
4
時
10
分
〜
5
時
40
分
　
場
所

千
葉
大
学
園
芸
学
部
（
松
戸
市
）　

対
象
　
一
般
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、
E

メ
ー
ル
で
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
〒
2
7
1
―
8
5
1

0
　
松
戸
市
松
戸
6
4
8

　
千
葉
大

◆
大
正
琴
「
水
陽
会
」
会
員
募
集

　
き
れ
い
な
音
色
の
大
正
琴
を
あ
な

た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
1
時
〜

3
時

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー

※
土
・
日
ク
ラ
ス
に
無
料
講
習
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
「
太
極
拳
T
A
I
Ｊ
Ｉ
」
会
員
募
集

　
太
極
拳
の
真
髄
を
学
び
た
い
人
や

足
腰
を
鍛
え
て
健
康
な
毎
日
を
過
ご

し
た
い
人
の
入
会
を
歓
迎
し
ま
す
。

　
無
料
体
験
を
行
い
ま
す
。
参
加
希

望
の
人
は
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時

　
10
月
3
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日
・
31
日
（
各
木
曜
日
・
全
5
回
）

午
後
1
時
〜
3
時

　
場
所

　
白
井
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

問
　
藤
野
☎
（
4
4
3
）
3
7
8
1

◆
平
成
25
年
度
原
爆
被
爆
二
世
健
康

診
断
の
実
施
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
原
爆
被
爆
二
世
に
対
す

る
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

　
〜
平
成
26
年
2
月
28
日

㈮
　
対
象
者

　
原
爆
被
爆
者
の
実
子

で
県
内
に
住
所
を
有
し
、
受
診
を
希

望
す
る
人

※
受
診
書
な
ど
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
一
部
自

己
負
担
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問

　
平
成
26
年
1
月
31
日
㈮（
必

着
）
ま
で
に
受
診
を
希
望
す
る
人
の

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
お
よ
び
被
爆
者
で
あ

る
親
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
被
爆
者
健
康
手
帳
番
号

を
記
入
の
上
、
郵
送
で
〒
2
6
0
―

8
6
6
7

　
千
葉
県
健
康
福
祉
部
健

康
福
祉
指
導
課
被
爆
者
援
護
班
☎
0

4
3
（
2
2
3
）
2
3
4
9
へ

学
園
芸
学
部
学
務
係
☎
0
4
7
（
3

0
8
）
8
7
1
2
・

0
4
7
（
3

0
8
）
8
7
2
0
・ zag

8712

@
office.ch

iba-u
.jp

へ

◆
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
か
ら

の
お
知
ら
せ

【
花
フ
ェ
ス
・
花
の
丘
マ
ル
シ
ェ
】

　
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
小
物
な
ど
の
展
示

販
売
や
体
験
教
室
、
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
13
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

【
緑
の
教
室
】

①
風
情
い
っ
ぱ
い
、
秋
の
山
野
草
の

寄
せ
植
え
〜
小
山
飾
り
〜

　
山
野
草
の
小
山
飾
り
寄
せ
植
え
体

験
や
管
理
方
法
な
ど
を
学
べ
ま
す
。

日
時

　
10
月
20
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
対
象

　
一
般

　
24

人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

　
1
、

8
0
0
円
（
材
料
費
）

②
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で
作
る
素
敵
な

壁
飾
り

　
ド
ラ
イ
の
花
や
木
の
実
を
使
っ
て
、

素
敵
な
壁
飾
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
27
日
㈰
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　
対
象
　
一
般
　
20

人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　
2
、

6
0
0
円
（
材
料
費
・
保
険
料
）

申
・
問

　
①
・
②
と
も
開
催
日
の
1

カ
月
前
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
千
葉

県
立
北
総
花
の
丘
公
園
☎
0
4
7
6

（
4
7
）
4
0
3
0
へ

◆
手
賀
の
丘
で
太
陽
を
観
察
し
よ
う

　
大
型
の
望
遠
鏡
を
使
っ
て
太
陽
を

観
察
し
、
太
陽
系
に
ま
つ
わ
る
話
を

通
し
て
宇
宙
と
自
然
に
親
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
10
月
27
日
㈰
　
午
前
9
時
〜

正
午

　
対
象
　
一
般
　
50
人
（
申
し

込
み
順
）

※
親
子
で
一
緒
に
参
加
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
9
月
27
日
㈮
午
前
9
時
か

ら
電
話
で
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年

高

齢

者

募
集
・
伝
言
板

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈮
　
午
後
1
時
30
分
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

ほ
ほ
え
み
体
操

　
健
康
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
で
一
緒

に
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
椅

子
に
座
り
な
が
ら
で
き
る
筋
ト
レ
や

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
10
月
3
日
㈭
か
ら
平
成
26
年

3
月
27
日
㈭
ま
で
の
毎
月
第
1
・
3

木
曜
日
（
全
12
回
）　
午
後
1
時
45

分
〜
3
時
15
分

※
12
月
は
第
2
・
3
木
曜
日
、
1
月

は
第
3
・
5
木
曜
日
、
3
月
は
第

1
・
4
木
曜
日
と
な
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
あ
れ
ば
手
拭
い

（
縦
1
3
0
㌢
程
度
）、
10
・
11
月

の
み
運
動
靴

申
　
9
月
24
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

襖ふ
す
まと

障
子
の
張
り
替

え
講
習
会

　
基
本
か
ら
実
技
を
交
え
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
10
月
10
日
㈭
・
11
日
㈮
（
全

2
日
間
）　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
　
9
月
30
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

シ  
草
刈
り
機
取
扱
講
習
会

　
肩
掛
け
除
草
機
の
基
本
的
な
取
り

扱
い
方
法
と
、
安
全
な
操
作
方
法
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
16
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
5
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
　
10
月
3
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

自
然
の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）
1

9
2
3
へ

イ

ベ

ン

ト

シ   女性のための家事サポート
講習会
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呈
茶
は
、
点た

て
た
抹
茶
を
ゆ
っ

く
り
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
茶
菓

代
は
全
額
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
し
ま
し
た
。

◆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
中
学
・
高

校
生
生
け
花
体
験

　
毎
年
9
月
に
は
、
日
本
の
文
化

を
伝
え
る
た
め
、
市
の
姉
妹
都
市

で
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
の
キ
ー

ロ
ー
校
お
よ
び
カ
ヤ
ブ
ラ
ム
校
の

中
学
、
高
校
生
に
生
け
花
の
指
導

を
し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
最

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

市
の
文
化
発
展
の
た
め
に

設
立

　
白
井
市
茶
華
道
協
会
は
、
白
井

が
町
か
ら
市
に
変
わ
る
の
と
同
じ

時
期
の
平
成
13
年
6
月
に
、
茶
道

や
華
道
の
流
派
を
越
え
て
、
教
養

の
向
上
と
相
互
の
親
交
を
深
め
、

後
進
の
育
成
と
広
く
文
化
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
時
に
は

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
生
け

花
展
、
茶
席
を
設
け
、
多
数
の
関

係
者
の
出
席
を
い
た
だ
き
盛
大
に

催
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
主
な
活
動
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
初
夏
の
生
け
花
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
展

　
6
月
15
日
、
16
日
に
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
で
、
花
の
展
示
と
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
呈て

い
ち
ゃ茶
を
催
し
ま
し
た
。

　
花
展
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
テ
ー

マ
を
決
め
、
季
節
の
花
を
使
っ
て

生
け
込
み
ま
す
。
生
け
終
わ
っ
た

後
の
達
成
感
は
何
物
に
も
代
え
が

た
い
も
の
で
す
。
花
に
癒
さ
れ
、

花
か
ら
活
力
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

見
た
人
か
ら
「
初
夏
の
爽
や
か
な

花
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き

と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

略
手
前
」
を
行
い
ま
す
。

◆
市
民
活
動
ま
つ
り

　
12
月
1
日
㈰
に
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
「
市
民
活
動
ま
つ
り
」
に

参
加
し
ま
す
。
出
展
者
全
員
で
構

想
を
練
り
、
協
力
し
合
っ
て
作
り

上
げ
た
大
き
な
生
け
花
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

　
当
協
会
の
催
し
物
に
ぜ
ひ
ご
来

場
い
た
だ
き
、
活
動
の
様
子
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
現
在
、
会
員
は
35

名
で
す
。茶
道
や
華
道
、フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
興
味
が
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

連
絡
先

　
白
井
市
茶
華
道
協
会

　

川
西
☎
（
4
9
1
）
3
8
3
2

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

初
、
花
器
や
剣
山
を
前
に
緊
張
し

て
い
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ

て
き
て
、
と
て
も
伸
び
伸
び
と
花

を
生
け
て
い
ま
す
。
出
来
上
が
る

と
記
念
写
真
を
撮
り
合
っ
て
喜
ん

で
い
ま
す
。

◆
市
文
化
祭
で
生
け
花
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
展
と
茶
道

体
験
教
室

　
11
月
2
日
㈯
・
3
日
㈷
に
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、
生
け
花
と
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
展
示
し

ま
す
。
子
ど
も
生
け
花
教
室
の
小

学
生
も
参
加
し
ま
す
。

　
3
日
は
抹
茶
の
体
験
教
室
を
催

し
ま
す
。
二
人
一
組
で
、
茶
を
点

て
る
人
（
亭
主
）、
茶
を
飲
む
人

（
客
）
と
な
り
、
あ
い
さ
つ
の
仕

方
、
茶
の
点
て
方
、
茶
の
飲
み
方
、

菓
子
の
食
べ
方
を
体
験
す
る
「
盆

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑩

伸び伸びと生け花体験

白
井
市
茶
華
道
協
会

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住

所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は

本
名
も
）、
電
話
番
号
を
明
記
（
記

入
な
い
場
合
は
無
効
）
の
上
で
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持
参
、

〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井
市
復

1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書
広
報

課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係

　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
2
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch
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へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

天
　
福
島
の
桃
と
一
緒
に
子
ど
も
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
横
山
久
雅
子

地
　
虫
の
夜
の
闇
の
深
さ
の
浄
土
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
齋
藤
順
子

人
　
香
水
の
空
瓶
に
あ
る
月
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
松
村
純
子

【
選
評
】　
天
　
桃
と
子
ど
も
は
希
望
そ
の
も
の
、
罹
災
か
ら

起
き
直
る
明
る
い
未
来
を
暗
示
し
て
い
ま
す
。
地

　
闇
は
怖

く
て
恐
ろ
し
い
が
、
虫
が
美
し
く
鳴
い
て
い
る
の
で
不
安
が

消
え
て
ゆ
き
、
浄
土
の
様
に
思
え
る
。
人
　
こ
の
句
は
心
象

句
で
す
。
香
水
は
作
者
の
青
春
や
恋
を
表
し
、
空
瓶
に
そ
の

思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
思
い
出
も
、
そ
の
瓶
も
捨
て

が
た
く
身
辺
に
置
い
て
あ
り
し
日
を
偲
ん
で
い
る
の
で
す
。

　
　
作
付
の
こ
と
な
ど
話
す
今
朝
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
大
橋

　
茂

仔
狐
の
人
に
物
乞
ふ
夏
の
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
大
屋
キ
ヌ

川
床
料
理
貴
船
川
の
し
ぶ
き
近
く
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
片
野
美
耶
子

踊
の
輪
時
を
り
二
重
三
重
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
清
水
治
夫

黎
明
の
海
ゆ
く
舟
の
水
尾
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
針
田
達
行

晴
れ
渡
る
朝
の
木
曽
路
の
滴
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
福
加
あ
け
み

大
花
火
吸
ひ
込
む
空
の
深
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
柳
沢
　
純

　ガ
ラ
ス
戸
に
息
を
吹
き
か
け
拭
き
お
れ
ば

西
空
に
雨
を
孕
む
雲
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
　
　
印
南
満
子

【
選
評
】　
西
空
に
雨
雲
が
見
え
る
と
い
う
そ
れ
だ
け
を
歌
っ

て
い
る
の
で
す
が
、「
息
を
吹
き
か
け
拭
く
」
の
具
体
が
生

き
て
い
て
よ
く
で
き
た
一
首
で
す
。

い
つ
ま
で
も
踏
ま
れ
ず
に
あ
れ
コ
マ
ク
サ
よ

燕
岳
の
尾
根
に
咲
き
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
石
田
精
一
郎

久
び
さ
の
同
窓
会
を
待
ち
望
み

古
き
ア
ル
バ
ム
い
く
た
び
も
繰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
蝦
名
幸
子

七
年
目
の
山
椒
に
八
粒
実
の
つ
い
て

ま
さ
し
く
雌
株
と
娘
に
も
告
げ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
関
根
千
浪

ク
ー
ラ
ー
の
風
に
煽
ら
れ
葉
の
枯
れ
て

い
る
茎
に
咲
く
朝
顔
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
山
城
日
出
子

英語の世界にふれま
した
　7月30日、ひまわり保育園（折立）で、
NHKの「Eテレ」で放送されている、「え
いごであそぼ」の収録が行われまし
た。園児たちは、歌のお姉さんのキコ
さんや、キャラクターのボーと一緒に
なって英語の世界を楽しみました。
放送日：17日㈫、19日㈭　午前7時35
分～、午後4時5分～の朝、夕2回（放送内容は同じです）

子どもタウンミーティング
　　　　　　　　　　　　　　～白井をどんどん好きになって～

　7月31日、桜台センターでセンター主催
の「子どもタウンミーティング」が行わ
れました。桜台地区の小学生6人、中学生
2人の計8人の参加者は、伊澤市長から「市
のあゆみ」を聞いたり、「市のいいとこ
風景」の写真を見て、みんなでその場所
を当てながら、市について勉強しました。
中学生からは、これから高齢者が増える
中で、「若い人をどうやって増やすのか」

「高い北総運賃問題」など大人顔負けの質問を市長に問い掛けていました。白
井に興味を持って、どんどん好きになってくださいね。

デフリンピック出場の田井さん
メダル獲得おめでとうございます
　8月19日、市出身で2歳の娘さんを持つ
ママさんアスリートとして活躍されている、
田井小百合さん（七次台中学校出身）が、「第
22回夏季デフリンピック競技大会ソフィア
（ブルガリア）2013」の陸上100㍍ハードル
に出場し、見事銅メダルを獲得した結果報
告に市役所を訪れました。
※デフリンピックは、国際オリンピック委
員会（IOC）の承認を得ている世界規模の
聴覚障害者最高峰のスポーツ競技大会です。

歌のお姉さんと一緒におどったよ

将来のリーダー目指して　「ヤー」

訪問された田井さん（前列左側）と家族


